





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































（9）　およそ 100 年前（← 100 年前後）（Ｂ）
（10）階（←等）級制度が厳重な（←森厳の）封建社会 ＜中＞
（11）外見をいぐ（→く）ら飾っ（←粉飾し）ても輝しさがなくなることは必ずあ
36　中級レベル日本語学習者の誤用とその分析（２）
る。＜中＞
（12）可（←易）燃物 ＜中＞
（13）おなかが痛くなったので、最後まで我慢でき（←堅持し）ずに教室を出た。
 ＜中＞
（14）口にしやすいけど、体（←身）にちょっとよくないと思う。＜中＞
（15）完全無欠な（←十全の）人 ＜中＞
（16）元（←原）来の意味 ＜中＞
（17）日本を戦後、急速（←迅速）に立ちあがらせ（←崛起させ）た ＜中＞
（18）封建社会の統治者達は、…尊卑の境（←限）界をぜったい破らせないと思い
ます。＜中＞
（19）シラバスでは興（←趣）味を引く内容けれど（→だったのに）＜中＞
（20）社会人と学生が一目で区（←分）別できる ＜中＞
（21）結局（←到底）人間は豊かな生活になることが一番大切だろΦ（→う）か。
 ＜中＞
（22）この映画のストーリーはとてもいい。しかし、結末（←結局・結果）はとて
も悲しいです。＜中＞
（23）現今の（←目前）日本でのいじめの状況 ＜中＞
（24）化学工場が建設（←設立）された ＜中＞
（25）国の成長の原動力（←成長動力）（Ｂ）
（26）ある程度向上（←上進）したΦ（→から）といって ＜中＞
（27）人類全体の幸福（←福祉）のため ＜中＞
（28）母は父と違って、子供に対して、細かいことにも注意を払う（←細心であ
る）と思われるでしょう。＜中＞
（29）世界経済はこれから（←今から）どの方向へ行くか、
 ＜中＞（熊本県立大学 1996、p135）
（30）災難（←難）に当（→突き当たっ）ても、親戚や友人などの支え（←支持）
を得て、それを乗り越えたら ＜中＞
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（31）インターネットが盛んになっ（←繁盛し）ている今は ＜中＞
（32）葬式に参列（←参加）する ＜中＞
（33）いじめられたら、社会の支援（←援助）機関と相談できるよう、 ＜中＞
（34）たった数十年の生きている期間で、すべて幸福な時間（←光陰）ではない。
 ＜中＞
（35）結婚した後の淑やかな時期（←期）＜中＞
（36）著者が言ってる絶対世界と言うのは、一体何かを著者自身（←自分）わかっ
ているのだろうか。＜韓＞
（37）あのスーパーは品数（←品種）が多い。＜中＞
（38）この経験は就職（←就業）に有利だ。＜中＞
（39）あしたは雨だから、ぜったい渋滞（←停滞）するということなので、電車で
行こうと思っている。＜韓＞
（40）重大（←厳重）な問題（Ｂ）
（41）友達はいろいろな種類（←類）がある。＜中＞
（42）彼は校内テストでは、いつも上位（←前）5 名以内に入るそうだ。＜中＞
（43）食欲が出る（←よくなる）（Ｂ）
（44）帰国するまでに、部屋の電器製品が（→を）処分（←理）しないといけない。
 ＜中＞
（45）今の女性たちは自立していて（←独立的で）（Ｃ）
（46）白黒（←黒白）テレビ（Ｂ）
（47）問題が深刻に（←厳重に）なってきて（Ｂ）
（48）いじめは多くΦ（→の）子供の心身（←身心）を苦しめている。＜中＞
（49）携帯電話がこれだけ広まったのは、技術が進歩（←先進）したからだ。＜中＞
（50）プロはやはりプロの真
しん
面
めん
目
もく
（←本色）を持ち ＜中＞
（51）他国の深い姿（←面貌）を見て ＜韓＞
（52）やすみΦ（→の）日Φ（→は）、ずっと（←一直も）午後まで寝ている。
 ＜中＞
38　中級レベル日本語学習者の誤用とその分析（２）
（53）生計（←生活）を立てる（Ｂ）
（54）正月は日本だけでなく、韓国に（→で）も重要な節
せち
日
にち
（←節）である。
 ＜韓＞
（55）施設が先進的（←先進）だ（Ｂ）
（56）封建社会の制度の下に（→では）、人々の思想や観念を（→は）束縛（←禁
固）されていた。＜中＞
（57）私が来るまでに必要な書類をそろえ（←備え）て置いてくださいね。＜韓＞
（58）大事なこと（←大事）を話している（←言う）うちに、相手は電話を切って
しまった。＜中＞
（59）幸せな一生のために努力をして生きることが、なによりも大切（←貴重）だ
と思うのだ。＜中＞
（60）喧嘩や対立する（←矛盾の）ときもあるが（Ｃ）
（61）日本人の女性は大体に（→Φ）、三つの段階（←階段）がある。＜中＞
（62）一人の女性をめぐって、二人（←両名）の男性（←男子）と恋愛します（→
が張り合う）。所謂三角関係だ。＜中＞
（63）人は高い地位（←位置）にあるほど ＜中＞
（64）欠点と長所（←優点）＜中＞
（65）歴史的な建造物で（←のために）有名だ（Ｂ）
（66）徹底的（←徹底）に解決すべきだ（Ｂ）
（67）いざ試験が始まると、どこから手をつけれ（←入手すれ）ばいいかわからな
くなった。＜中＞
（68）学校にある本やテープを借りるときには、初めに登録（←登記）しなくては
いけない。＜中＞
（69）田中さんは独身（←単身）です。＜中＞
（70）やり始めるのは至難という言い方もあれば、有終の美を飾ることこそとりわ
けすぐれている（←殊勝だ）ということもあるが、私の考えでは、一番肝要な
ところは途中なのである。＜中＞
中級レベル日本語学習者の誤用とその分析（２）　39
（71）通信することがなくなって（←消えて）きた（Ｂ）
（72）後期三部作を立て続けに読み進め、何度も（←再三）驚いた。＜韓＞
（73）これも日本の交通事故率が低い理由の一つ（←一つの原因）でしょう。
 ＜中＞
（74）上下関係ははっきりして（←分けて）いる（Ｃ）
（75）アファール化石も発見（←発現）した。＜中＞
（76）都会に烏が繁殖（←繁衍）し始めた。＜中＞
（77）大分涼しくなってきましたが、長袖の衣服を必要とする（←需要する）ほど
ではない。＜中＞
（78）我々Φ（→は）英語という言語を中学生の時からはじめるが、英語の会話が
できる人はほとんどいない。学んだ時間に比べてその結果はひどいもの（←は
げしいくらい）である。＜韓＞
（79）病気になった（←病をかかった）＜中＞
（80）～（国など）風
ふう
（←式）＜中＞
（81）平凡な（←平淡な）日々 ＜中＞
（82）森鷗外は現代小説から歴史小説に方向転換（←転移）した。＜中＞
（83）暴力的（←暴力）なシーン（Ｂ）
（84）チャンスというものは、ほしい（←需要な）時、出てくるものではない。
 ＜中＞
（85）自分の道は自分で見つけ（←探索し）、自分で歩むことである。＜中＞
（86）無理解（←不理解）＜中＞
（87）神様に任せる。無理には求め（←強求し）ない。＜中＞
（88）リサイクルは環境に有益（←有利）だ。＜中＞
（89）餃子は中国の昔からの有名な（←名）料理だ。＜中＞
（90）優先的に（←優先に）（Ｂ）
（91）豊かな（←豊富な）人生を送る ＜中＞
（92）生活様式（←生活方式）（Ｂ）
40　中級レベル日本語学習者の誤用とその分析（２）
６．類義表現の誤用
（1）　どうぞ味が変わらない（←味が逃げていない）うちに飲んでください。
 ＜中＞
（2）　夜道を歩いているとき、後ろから大きな（←激しい）足音が聞こえて
 ＜中＞
（3）　自分の目標を失ってはいけないことを改めて（←再び）感じた。＜中＞
（4）　ある種（←ある一種）の異国の孤独感 ＜中＞
（5）　資料の中の一字一句（←一字）もおろそかにし（←無視し）ない ＜中＞
（6）　一週間以内（←一週間中）に返さなければならない。＜中＞
（7）　驚いたことに居なく（←無く）なった犬が戻ってきた。＜韓＞
（8）　命を落とす（←命を消す）＜中＞
（9）　競争が激しい今の時代では、簡単に（←気軽に）成りあがって（←立ち尖っ
て）、簡単に（←気軽に）落ちぶれる（←沈む）人も見付けやすい。＜中＞
（10）予想通りの結果だったので、別に驚くには当たらない（←驚いた必要がない）。
 ＜中＞
（11）この写真を見るたびに美しい思い出がよみがえる（←思い出が出てくる）。
 ＜中＞
（12）能力を開発する（←能力を開拓する）＜中＞
（13）〔苦労シテ作ッタ料理ヲ〕皆が全部たべられ（→てくれ）なくて、ちょっと
がっかりした（←苦しい感じでした）。＜中＞
（14）〜ということが（→に）一番関心を持ち（←関心を受け）ました。＜中＞
（15）〔春節ヲ〕今も（→Φ）思い出したら（→ても）、この胸で（→が）幸せな気
分に満たされる（←幸せ一杯で感じする）。＜中＞
（16）なかなか生活がよくならないのは、私の浪費癖（←浪費する習慣）のせいだ。
 ＜韓＞
（17）腐葉土を加え（←添加させ）、地力（←土力）のある土を作る。＜韓＞
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（18）その教会は、教会のすぐ後ろで、保育園を経営（←保育園を運営）していた。
 ＜韓＞
（19）ストレスによって健康が損なわれる（←健康が悪くなる）。＜韓＞
（20）公共（←公衆）施設 ＜韓＞
（21）これは日本の大学だけではなく、韓国で（→Φ）の大学でもよく見かけられ
る（→る）光景（←姿）である。＜韓＞
（22）ほとんどの人がお墓参りのために帰郷するから、高速道路の渋滞が恒例（←
しきたり）のようになっている。＜韓＞
（23）木村さんが（→は）自営業して（→で）、社長をつとめているが、給料は大
手企業の科長を超えた（←に越した）ことはない。＜中＞
（24）挫折感を克服する（←直す）ため ＜中＞
（25）あそこは危険な所だから、一人で行くのはやめたほうがいいと思っていたの
だが、まさにこんなに（←これだけ）危ない（←危うい）所だとは想像できな
かった。＜韓＞
（26）ほとんど雪が降らない東京などで雪が積もると、交通は混乱する（←交通は
不便利になる）。＜中＞
（27）最近は（←今頃は）健康食品や自然食品に人々の関心が高まって（←関心が
上がって）、＜韓＞
（28）生活を会社に捧げる（←あげる）（Ｂ）
（29）さまざまな（←それぞれな）人間を（→に）接すれば、＜中＞
（30）成長を妨げる（←成長を防ぐ）＜中＞
（31）誰でも欠点があると思うが、問題はそれに正面から向き合わずに（←それを
直面しなく）、逃げるのはいけないことだ。＜中＞
（32）人口が増加するにしたがって、住居問題はだんだん深刻になってきた（←深
まっている）。＜韓＞
（33）人生をうまく送れない（←人生をうまくすごせない）（Ｂ）
（34）科学技術が進歩（←上達）する（Ｂ）
42　中級レベル日本語学習者の誤用とその分析（２）
（35）学校のサークルの数が日本の方がずっと（←もっと）多い ＜韓＞
（36）前世（→代）の人たちが我々のために、このすばらしい世界を残した（→て
くれた）ように、我々も自分だけの幸せを考えずに後世の人たちにも何かを残
してはどうかと思わずにはいられない（←思わざるを得ない）。＜中＞
（37）生活を送る（←生活を暮らす）（Ｂ）
（38）生計が苦しい（←生計がきびしい）家庭（Ｃ）
（39）自然の摂理（←規律）＜中＞
（40）この決意に基づいて、精神的に自分を励まし、その上に（←まして）何倍Φ
（→も）努力をするか（→すれば）、次第にその人の人生は変わっていくと思う。
 ＜中＞
（41）日本語能力を高める（←能力を強める）＜中＞
（42）餃子の中身がお肉と野菜がたっぷりであることだけでなく（←に限らず）、
そのものに深い意味が含まれている。＜中＞
（43）スポーツ選手というものは、正々堂々に（→と）戦う（←争う）ものだ。
 ＜韓＞
（44）店員「何をお探しですか」　客「いえ、ただ、見ている（←ただざっと目を
通す）だけです」＜韓＞
（45）オリンピックは開催されるたびに（←開催ごとに）経済の発展を促進してい
る。＜中＞
（46）セールスマンの仕事は大変らしい。買ったばかりの靴が一か月以内にだめに
なる（←壊れる）ほど歩くらしい。＜中＞
（47）高い地位に就くと（←地位に乗って）、自分の価値が高いと思っている人が
多い。＜中＞
（48）知識を得る（←知識を習う）（Ｂ）
（49）過剰な自信も失敗につながる（←失敗になる）＜中＞
（50）友達は怒りっぽい（←怒りがちな）人なので、＜中＞
（51）目の不自由な人だとわかったので、ちょっと手助けし（←手伝い）たいと思
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った。＜韓＞
（52）昔に比べると漫画が簡単に手に入れる（←得る）ことができます。＜韓＞
（53）今まで行ってみたことのない（←てみない）国へ行って、その国の人と話も
したいです。＜韓＞（坂口昌子 1999、p75）
（54）何時間もかかって、やっと料理を作りました。でも（←ところが）味は保証
しません。＜韓＞
（55）友達といっても（←といえば）いい友達と悪い友達両方あるので ＜中＞
（56）不幸と思うか（←であろう）、幸福と思うか（←であろう）は自分次第だと
思う。＜中＞
（57）〔私ガ〕一度は留学したいと言っていたから、私としては（←なりには）不
自然なことではなかった。＜韓＞
（58）人生はよくマラソンに例えられて言われる。スタートがいくら速かったとし
ても（←とはいえ）最後まで走り通す（→せる）とは限らない。＜韓＞
（59）日本の企業は円高に耐える（→られる）かどうかΦ（→ということ）につい
（←に対し）ていろいろな議論を（→見解が）発表されました。
 ＜中＞（熊本県立大学 1996、p135）
（60）家族は私たちにとっ（←に対し）て、いったいどんな存在だ。（Ｂ）
（61）この商品はなかなか人気が出（←人気が持て）ないΦ（→だろう）という大
方の予想に反して、それは非常によく売れた。＜中＞
（62）能力が伸びる（←能力が成長する）（Ｂ）
（63）戦争が激しく（←戦争が深く）なる（Ｂ）
（64）初めて（←初め）の黒人の大統領 ＜韓＞
（65）花嫁（←嫁入り）修業 ＜韓＞
（66）掲示板の張り紙（←用紙）を見て ＜韓＞
（67）世界が繁栄する（←盛んだ）（Ｂ）
（68）死刑の判決を受ける（←死刑を判決する）（Ｂ）
（69）一言でいえば（←一言にすると）＜中＞
44　中級レベル日本語学習者の誤用とその分析（２）
（70）過去を振り返る（←振り向く）＜中＞＜韓＞
（71）日本に来たのはつい（←まだ）昨日の事のようですが、＜中＞
（72）しかし、100 年後の私たちの身の上（→生活）にそのような活気は見られ
（←見え）なくなりました。＜中＞
（73）日本の生活に慣れてしまったために、無意識のうちに（←思わず）価値観も
生活とともに変わってしまったのでしょう。＜中＞
（74）空港に降りた瞬間に窓から並びのきれいな和風建築が目に入ってき（←見ら
れ）て＜中＞
（75）面目を保つ（←面目が立つ）ために＜中＞
（76）恥をかかないように（←ために）、その短所を隠すの（←ため）に精一杯で
ある。＜中＞
（77）マラソンに初めて参加した。大変だろうと思っていたが、案の定、中途まで
（→で）棄権してしまった（←退出した）。＜中＞
（78）世の中を去ったあとは、どんなものになれるかは誰で（→に）もわからない
（←承知できない）。＜中＞
（79）〜に疎開を余儀なくされた（←余儀なく疎開させられた）。＜韓＞
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